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岡野美佐夫 (北大 ･文 )
下北半島北西部に生息する下北M群を対象に非
積雪期における遊動一特に食物の変化と遊動との
関連-を調べるため､樹皮 ･冬芽食いが続く4月
上旬から開葉の採食が盛んになる6月上旬まで群
れの遊動を追跡した｡
その結果この期間(51日間)の遊動範Eilは18.4
山におよび､積雪期には利用しない培高400メー
トル以上の地域も頻繁に利用することが明らかに
なった｡これ5'85年積雪期の遊動面校(足沢ら未
発表 )と合わせると周年遊動域は32kdを超えるも
のになる｡
遊動と食物との関連をみるため､主要食物の変
化に従い調査期間を3期に分けると遊動範臥 遊
動距離に差が現れた｡すなわち冬芽 ･樹皮食が採
食時間の4割弱(38.1%)を占める4月上 ･中旬
の遊動域は積雪期の遊動域に完全に包含されたが､
ブナ､イタヤカエデの花の採食が活発になった(
53.6C/0)4月下旬～5月上旬では群雪期の遊動城
の南端を集中的lこ重複利用した｡さらに新染 ･柴
柄(52.7%)､チシマザサのタケノコ(12.2%)
を主要食物とした5月下旬～6月上旬の遊動範囲
は積雪期に利用されない目羅山周辺の瞭苗400メ
ートル以上の地域に中心を移した｡遊動距離はブ
ナ･イタヤカエデ食いの時期で短く､所窮 ･チシ
マザサのタケノコ食いの時期で長かった(数値は
頓に1.4km､ 1.2km､ 1.9km)｡ブナはM群の税
雪期の遊動域の南部に多く見られ､チシマザサは
おおむね標高400メートルより上部の地域で自生
する｡3期間における遊動範囲の相違は基本的に
このような主要食物の分布に結びつくものだと考
えられるが周年遊動域がなぜ32kdを超える広大な
面積になるかについては､結実塁調査などで環境
要因を調べて分析する必要があろう｡またM群の
遊動域内に､完全に遊動域を包含される形で 15-
20頭の群れが生息することが確認されているが､
この群れの遊動およびM群との関係についても把
握することが今後期待される｡
課 題 5
ニホンザル集団における食習taの形成と伝播
長谷川芳興 (京大･文 )
餌づけ群(志賀高原地獄谷Al群 )に対して､
催吐剤(0.9%塩化リチウム溶液)に浸した大豆
を提示し､有毒食物を回避する学習の成立過程､
学習の個体差､他個体への学習の伝播の可能性に
ついて検討した｡1日2回各2時間､餌づけ場所の
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